
楕円銀河中の明るいX線点源の解析
〇佐藤桂子、阿部由紀子、河嶋健吾、深澤泰司（広大理）

銀河の種類によって
星の生成率が異なる。

銀河の中のX線源の

種類も違うと考えられ
る。

ROSATののののX-ray image ASCAののののGIS spectrum
　　　　　　　　　　　　　　　　(Matushita et al.)　　　　
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個々の点源は分離できなかった。個々の点源は分離できなかった。個々の点源は分離できなかった。個々の点源は分離できなかった。
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高温ガスしか見えない。高温ガスしか見えない。高温ガスしか見えない。高温ガスしか見えない。
Lx～～～～1040erg/s
LMXBの重ね合わせ？の重ね合わせ？の重ね合わせ？の重ね合わせ？
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Chandraによる観測による観測による観測による観測

　　　　Chandraのメリット：空間分解能がのメリット：空間分解能がのメリット：空間分解能がのメリット：空間分解能が0.5”でとてもよい。でとてもよい。でとてもよい。でとてもよい。
・・・・NGC4697ではではではでは 多くの多くの多くの多くのLMXBががががあると報告されているあると報告されているあると報告されているあると報告されている 。。。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lx =5.0××××1037-2.0××××1039 erg/s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Sarazin et al.)NGC4697

LMXBははははLx=2.0××××1038 

erg/sで限界。で限界。で限界。で限界。
E-galのののの明るい明るい明るい明るいX線源に線源に線源に線源に

ついては詳しく調べられついては詳しく調べられついては詳しく調べられついては詳しく調べられ
ていない。ていない。ていない。ていない。

今回は、楕円銀河の今回は、楕円銀河の今回は、楕円銀河の今回は、楕円銀河の
明るい明るい明るい明るいX線源について線源について線源について線源について

調べた。調べた。調べた。調べた。Chandra X-ray image optical image

NGC4697
38kpc



N
(>

S)
(a

rc
m

in
-2

)
10

-6
10

-4
　 　　　

0.
01

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 D(Mpc)     個数個数個数個数
NGC4636         18             9 
NGC4649         22             9
NGC4697         16            15
NGC1399   　　　　　　　　18  　　　　　　　　　　　　 25
NGC1316   　　　　　　　　23  　　　　　　　　　　　　 10
NGC1407   　　　　　　　　23   　　　　　　　　　　　　　　　　8
NGC4374   　　　　　　　　14   　　　　　　　　　　　　　　　　5

・７個・７個・７個・７個ののののE-type galaxyをををを用いた。用いた。用いた。用いた。
　背景の　背景の　背景の　背景のX線源に比べて、銀河線源に比べて、銀河線源に比べて、銀河線源に比べて、銀河
の辺りで十分にの辺りで十分にの辺りで十分にの辺りで十分にX線源が多い。線源が多い。線源が多い。線源が多い。

・・・・ 30counts以上の以上の以上の以上のsourceのスペのスペのスペのスペ

　クトルを解析　クトルを解析　クトルを解析　クトルを解析。。。。

・・・・rin = 0.3re , r out  = 3 re とした。とした。とした。とした。
全ての全ての全ての全てのX線点源は銀河に付随。線点源は銀河に付随。線点源は銀河に付随。線点源は銀河に付随。
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X線点源の銀河の中心から線点源の銀河の中心から線点源の銀河の中心から線点源の銀河の中心から

　　　　の距離分布　　　　の距離分布　　　　の距離分布　　　　の距離分布

rout

rin各銀河の中心各銀河の中心各銀河の中心各銀河の中心

Tozzi et al.
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解析した銀河について解析した銀河について解析した銀河について解析した銀河について



・・・・NHを我々の銀河の吸収の値に固定。を我々の銀河の吸収の値に固定。を我々の銀河の吸収の値に固定。を我々の銀河の吸収の値に固定。
・・・・4つのつのつのつのsingle modelで各々フィッティング。で各々フィッティング。で各々フィッティング。で各々フィッティング。
（（（（Disk black body , black body , powerlaw , mekal））））

①①①①DBB model と②と②と②と②powerlaw modelででででbest fitののののものが数多く存在。ものが数多く存在。ものが数多く存在。ものが数多く存在。
χχχχ2～～～～1.2 　　　　

①①①①DBB model
・・・・LMXBややややブラックホール連星のディブラックホール連星のディブラックホール連星のディブラックホール連星のディ
スク部分からの熱的放射を表すスク部分からの熱的放射を表すスク部分からの熱的放射を表すスク部分からの熱的放射を表すmodel

全体の全体の全体の全体の62%がよくがよくがよくがよくfitできた。できた。できた。できた。
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全体の全体の全体の全体の50%がよくがよくがよくがよくfitできた。できた。できた。できた。
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Fitting結果結果結果結果

0.5 1               2 5            10
Energy(keV) 

②②②②powerlaw model
・ブラックホール連星のスペクトル　　ブラックホール連星のスペクトル　　ブラックホール連星のスペクトル　　ブラックホール連星のスペクトル　　
ののののhard成分を表す。成分を表す。成分を表す。成分を表す。

全体の全体の全体の全体の30%が両方のモデルでが両方のモデルでが両方のモデルでが両方のモデルでfit
(全体の全体の全体の全体の27%ががががmekal modelででででfit　　　　,　　　　全体の全体の全体の全体の21%ががががbbody modelででででfit。。。。)



①①①①DBB modelの温度との温度との温度との温度とX線光度の関係線光度の関係線光度の関係線光度の関係

渦巻き銀河に見られる渦巻き銀河に見られる渦巻き銀河に見られる渦巻き銀河に見られる
異常に明るい点源。異常に明るい点源。異常に明るい点源。異常に明るい点源。

Tin = 0.2～～～～2keVとととと幅広い。幅広い。幅広い。幅広い。Lｘｘｘｘ=1038～～～～1039 erg/s
②②②②Photon　　　　Index     αααα=1～～～～2.5( BHCではではではではαααα= 1.5～～～～2.5   Mizuno et al.)  

M(M◎◎◎◎) : 連星の中心星の質量連星の中心星の質量連星の中心星の質量連星の中心星の質量
ηηηη : LX / LE

　　　　

10M◎◎◎◎

1M◎◎◎◎
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○○○○L >2××××1038 erg/s なので、なので、なので、なので、BHCである可能性が高い。である可能性が高い。である可能性が高い。である可能性が高い。

　　　　・・・・M31ののののバルジに、バルジに、バルジに、バルジに、X線で線で線で線で明るい明るい明るい明るいBHCは１つあると仮定するは１つあると仮定するは１つあると仮定するは１つあると仮定する 。。。。
・・・・LB(E-galの解析した部分）の解析した部分）の解析した部分）の解析した部分）/LB(M31バルジ）として予想。バルジ）として予想。バルジ）として予想。バルジ）として予想。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　予想　　　　　　　　　予想　　　　　　　　　予想　　　　　　　　　予想 M>3M◎◎◎◎

NGC1316        2個個個個 　　　　 4個個個個
NGC1399        1個個個個 　　　　16個個個個
NGC1407        1個個個個 　　　　4個個個個
NGC4374        1個個個個 　　　　2個個個個
NGC4636     0.6個個個個 　　　　6個個個個
NGC4649        1個個個個 　　　　8個個個個
NGC4697        3個個個個 　　　　7個個個個

LB(M31ははははバルジ）～バルジ）～バルジ）～バルジ）～1.25××××1010 L◎◎◎◎

予想を上回る個数の明るい予想を上回る個数の明るい予想を上回る個数の明るい予想を上回る個数の明るい
BHCが存在することになる。が存在することになる。が存在することになる。が存在することになる。

○○○○E-galにあるにあるにあるにあるBHCの数は実際、どのくらい予測されるか？の数は実際、どのくらい予測されるか？の数は実際、どのくらい予測されるか？の数は実際、どのくらい予測されるか？

E-galに重い星は現在いない。に重い星は現在いない。に重い星は現在いない。に重い星は現在いない。
昔からある昔からある昔からある昔からあるBHに単独の星が近づいてに単独の星が近づいてに単独の星が近づいてに単独の星が近づいてBHCを形成するもの？を形成するもの？を形成するもの？を形成するもの？

Lx > 2××××1038 erg/s



まとめまとめまとめまとめ
　　　楕円銀河は新しい星が少なく、星生成が活発でない。　　　楕円銀河は新しい星が少なく、星生成が活発でない。　　　楕円銀河は新しい星が少なく、星生成が活発でない。　　　楕円銀河は新しい星が少なく、星生成が活発でない。

今までの観測結果　　　楕円銀河の中の今までの観測結果　　　楕円銀河の中の今までの観測結果　　　楕円銀河の中の今までの観測結果　　　楕円銀河の中のX線星は線星は線星は線星はLMXBがががが
　　　　　　　　　　　　　　　支配的と予想されていた　　　　　　　　　　　　　　　支配的と予想されていた　　　　　　　　　　　　　　　支配的と予想されていた　　　　　　　　　　　　　　　支配的と予想されていた。。。。

今回の解析の結果　　　渦巻き銀河の中で見られるような今回の解析の結果　　　渦巻き銀河の中で見られるような今回の解析の結果　　　渦巻き銀河の中で見られるような今回の解析の結果　　　渦巻き銀河の中で見られるような
　　　　　　　　　　　　　　　明るい点源が数個見つかった。　　　　　　　　　　　　　　　明るい点源が数個見つかった。　　　　　　　　　　　　　　　明るい点源が数個見つかった。　　　　　　　　　　　　　　　明るい点源が数個見つかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　明るい点源は　　　　　　　　　　　　　　　明るい点源は　　　　　　　　　　　　　　　明るい点源は　　　　　　　　　　　　　　　明るい点源はBHCと考えられる。と考えられる。と考えられる。と考えられる。

　　　　　　　　実際に予測される実際に予測される実際に予測される実際に予測される明るい明るい明るい明るいBHCのののの数数数数(E-gal)より多く存在。より多く存在。より多く存在。より多く存在。　　　　　　　　　　　　

しかし、しかし、しかし、しかし、


